
高
市
政
権
に
よ
る

「
新
し
い
戦
前
づ
く

り
」
戦
争
準
備
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
。
ロ
シ
ア

の
Ｋ
Ｇ
Ｂ
・
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ

Ｉ
Ａ
に
な
ら
っ
た
国
民
監

視
、
ス
パ
イ
組
織
の
「
国
家

情
報
会
議
設
置
法
」
の
創

設
、「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則

の
撤
廃
」
で
人
殺
し
武
器
の

無
制
限
な
開
発
・
輸
出
の
死

の
商
人
国
家
づ
く
り
な
ど
な

ど
▼
一
方
で
自
衛
隊
の
陸
海

空
の
予
算
定
員
２
４
７
千
人

（
24
年
度
末
）
に
対
し
て
充
足

率
89
％
、
約
２
万
７
千
人
不

足
し
て
い
る
そ
う
だ
。
少
子

高
齢
化
の
中
で
こ
の
自
衛
官

不
足
は
さ
ら
に
多
く
な
る
と

推
定
さ
れ
て
い
る
▼
そ
こ
で

高
市
政
権
が
ひ
そ
か
に
押
し

出
し
て
い
る
の
が
「
国
家
公

務
員
・
地
方
公
務
員
」を
予
備

自
衛
官
に
し
て
し
ま
う
こ
と

を
狙
っ
た
「
予
備
自
衛
官
等

兼
業
特
例
法
案
」
で
参
院
に

回
っ
て
い
る
。
公
務
員
は
そ

の
職
業
の
公
平
・
中
立
を
求

め
ら
れ
る
の
で
他
の
職
業
の

「
兼
業
」
は
国
・
地
方
公
務
員

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
禁
止
条
項
を
予
備
自
衛
官

に
限
っ
て
は
ず
し
「
公
務
員

を
予
備
自
衛
官
」
に
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
予
備
自
衛
官

に
な
る
人
、
な
ら
な
い
人
な

ど
公
務
員
職
場
に
分
断
を
も

た
ら
し
、
人
事
評
価
と
結
び

つ
け
ば
強
制
が
働
く
。
予
備

自
衛
官
と
な
る
公
務
員
が
多

く
な
れ
ば
、
次
は
国
民
の
徴

兵
制
に
連
動
す
る
だ
ろ
う
。

今
止
め
な
け
れ
ば
！
（
Ｗ
）

最低賃金引き上げで全ての労働者の生活改善を
　

物
価
高
騰
が
続
き
、
多
く
の
労
働
者
が
生
活
を
切
り
詰
め

て
い
ま
す
。
特
に
非
正
規
労
働
者
は
生
活
が
厳
し
く
、
愛
知

県
の
最
低
賃
金
１
１
４
０
円
で
は
と
て
も
暮
ら
し
て
い
け
ま

せ
ん
。
愛
労
連
は
、
宣
伝
、
署
名
、
要
請
な
ど
、
最
低
賃
金

大
幅
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
運
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
　

最
低
賃
金
２
０
０
０
円
め
ざ
し

　
　

宣
伝
と
対
話
で
訴
え
る

　

５
月
10
日
、
愛
労
連
青
年
協
は

南
知
多
町
内
海
海
水
浴
場
で
「
新

歓
地
引
き
網
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
愛
労
連
か
ら
は
福
祉
保

育
労
、
建
交
労
、
自
治
労
連
、
全
医

労
、
生
協
労
連
、
愛
高
教
な
ど
が

参
加
。
県
外
か
ら
も
、
東
京
、
静

岡
、
石
川
、
京
都
、
滋
賀
な
ど
全

国
各
地
か
ら
計
44
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
現
地
に
向
か
う
バ
ス
の
車

内
で
も
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
ビ

ン
ゴ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩

な
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
組
合
の
よ
う
に
力
を
合
わ

せ
て
地
引
き
網
を
引
く
こ
と
で
要

求
が
実
現
（
獲
れ
た
て
の
美
味
し

い
魚
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
）、楽
し
く
交
流
が

で
き
た
と
大
好
評
で
し
た
。

　

労
働
組
合
は
堅
い
こ
と
ば
か
り

で
な
く
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽

し
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
と

の
交
流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、
家

族
と
一
緒
に
体
験
出
来
て
嬉
し

か
っ
た
、
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

地引き網って組合みたい
青年協地引き網ツアーに44人

 

５
月
30
日
、労
働
会
館
東
館

で
名
古
屋
地
域
労
働
組
合
総

連
合
（
名
労
連
）
の
結
成
大

会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
力
を
結
集
し
、
要
求

運
動
を
強
化
す
る
た
め
、
名

古
屋
市
内
の
区
ご
と
の
地
域

労
連
を
統
合
し
、
大
会
開
催

時
点
で
14
組
合
８
千
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
記
念
講

演
に
は
、
全
労
連
事
務
局
次

長
の
竹
下
武
さ
ん
が
駆
け
つ

け
、「『
私
た
ち
の
地
域
組
織
』

の
活
性
化
に
む
け
て
」
と
題

し
て
、
地
域
運
動
の
意
義
と

地
域
組
織
の
役
割
に
つ
い

て
、
組
織
の
拡
大
・
学
習
・

交
流
な
ど
の
大
切
さ
を
、
全

国
の
実
践
例
を
も
と
に
話
し

ま
し
た
。
議
長
に
就
任
し
た

笹
原
勝
治
さ
ん
は
、
み
ん
な

計 10 人が参加し要請懇談した

名
労
連
結
成
14
組
合
８
千
人
が
加
入　
　
　

地
域
み
ん
な
の
力
で
要
求
実
現
め
ざ
す

の
力
で
運
営
し
み
ん
な
で
決

め
る
名
労
連
に
し
よ
う
、
と

訴
え
ま
し
た
。

　

名
労
連
は
、
「
力
を
１
つ

に
、
仲
間
と
共
に
新
た
な

『
ト
ビ
ラ
』
を
開
き
、
未
来
へ

『
バ
ト
ン
』
を
つ
な
ご
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
名
古
屋
市

内
の
は
た
ら
く
仲
間
の
団
結

で
、
要
求
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

【
議
長
・
笹
原
勝
治
（
自
治
労

連
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
）、
副

議
長
・
加
藤
健
二
（
三
の
丸

国
公
）、
副
議
長
・
渡
辺
義

巳
（
年
金
者
組
合
）、
事
務
局

長
・
西
田
知
也
（
福
祉
保
育

労
東
海
地
本
書
記
局
分
会
）】

64
人
が
集
ま
り
新
た
な
未
来

へ
の
思
い
を
一
つ
に

　●第130期愛知労働学校●

　「対話と学びあい」教室　愛労連・同青年協など共催
　　７月１７日（金）最近ちょっと不安なことは？～みんな何に悩んでいる？～
　　８月  ７日（金）賃金上げてほしい～どうやったら上がるの～
　　９月  ４日（金）労働組合は魔法のツール～自分ができることは？～
    　　時　間　１８：５０～２０：３０
　　　会　場　労働会館本館２階会議室
　　　受講料　３０００円（お試し初回参加は１０００円）

詳細は
こちら

　

愛
労
連
は
、
全
労
連
の
第

３
次
最
賃
デ
ー
で
あ
る
５
月

22
日
、
名
古
屋
駅
前
で
最
賃

ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
Ａ
ｉ
ｍ　

Ｆ
ｏ
ｒ
（
め
ざ

せ
）
２
０
０
０
円
、１
８
０
０

円
Ｎ
ｏ
ｗ
（
今
す
ぐ
）」
と
描

か
れ
た
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
み

ん
な
で
着
て
、
最
低
賃
金
を

い
ま
す
ぐ
１
８
０
０
円
、
め

ざ
せ
２
０
０
０
円
と
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
シ
ー
ル
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
最
低
賃
金
は

い
く
ら
に
上
げ
る
べ
き
か
と

の
問
い
に
、
時
給
２
０
０
０

円
以
上
と
75
％
の
人
が
回
答

し
ま
し
た
。
愛
労
連
は
、
最

低
賃
金
審
議
会
に
声
を
届
け

る
た
め
、
引
き
続
き
１
万
筆

を
超
え
る
署
名
を
集
め
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛労連第７4 回定期大会
■と　き　７月１９日(日) 

          10:00 開会 9:30 受付開始

■ところ　労働会館東館ホール

オンライン署名
はこちら

→
　

愛
労
連
は
６
月
５
日
、
最

低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
め
ざ

し
、
愛
知
県
知
事
に
、
愛
知

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
対

し
、「
目
安
額
」
を
上
回
る
答

申
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
知

事
と
し
て
積
極
的
に
意
見
を

表
明
す
る
こ
と
、
中
小
企
業

へ
の
県
独
自
の
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
、
な
ど
を
要
請
し

ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
引
上
げ
に

　

県
知
事
も
働
き
か
け
を

※要求項目が異なるので紙の
署名と並行してとりくめます
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戦戦後後～～現現代代  戦戦前前  

教育基本法改正（2006年） 「国防の本義」パンフ発行（1934年） 

特定秘密保護法（2013年） 軍機保護法(改正)（1937年） 

防衛装備移転三原則（2014年）  

安全保障関連法（2015年）  

共謀罪(テロ等準備罪）法（2017年） 治安維持法（1925年） 

種苗法改正(2020年)  

重要土地規制法（2021年） 要塞地帯法（1940年） 

経済安全保障推進法（2022年） 国防保安法（1941年） 

安保３文書改訂（2022年）  

軍需産業支援法（2023年） 臨時軍事費特別会計（1937年） 

出入国管理法改正（2023年）  

軍拡財源法（2023年） 戦時統制３法（1937年） 

殺傷武器の輸出解禁（2023年）  

重要経済安保情報保護法（2024年） 国家総動員法（1938年） 

食料安保強化法（2024年） 食料管理法(米穀通帳)（1942年） 

地方自治法改正（2024年） 国民勤労報国協力令（1941年） 

能動的サイバー防御法案（2025年）  

予備自衛官等兼業特例法(案)（2026年） 国家総動員法（1938年） 

国家情報会議設置法（2026年）  

今今後後狙狙わわれれるるののはは・・・・・・    

スパイ防止法 治安維持法、国防保安法、軍機保護法 

非核三原則見直し論  

憲法９条改悪  

 

                

　

２
０
２
４
年
1
月
24
日
、

大
王
製
紙
子
会
社
の
大
王

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
男
性
従
業
員

2
名（
う
ち
１
名
と
は
和
解
）

を
相
手
取
り
女
性
従
業
員
が

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
対

す
る
損
害
賠
償
を
求
め
た
裁

判
は
、
２
０
２
６
年
５
月
13

日
に
セ
ク
ハ
ラ
目
撃
者
と
会

社
担
当
者
の
証
人
尋
問
、
5

月
20
日
に
上
司
Ｂ
、
原
告
、

被
告
Ａ
の
尋
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
上
司
Ｂ
に
関
し
て
は

謝
罪
し
和
解
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
会
社
側
の
証
人
と
し

て
原
告
の
人
格
を
非
難
す
る

証
言
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

傍
聴
支
援
者
に
は
13
日
に

41
人
、
20
日
に
48
人
が
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
支
援
者
と
は
別
に
一
般

の
方
や
記
者
も
傍
聴
に
参
加

し
て
お
り
、
注
目
度
の
高
い

裁
判
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
法
廷
に
は

傍
聴
者
が
入
り
き
れ
ず
、
廊

下
で
の
待
機
と
な
っ
た
方
も

い
ま
し
た
が
、
ご
支
援
し
て

頂
い
た
各
団
体
の
参
加
者
及

び
手
配
し
て
頂
い
た
方
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

傍
聴
参
加
者
の
感
想
で
は

「
被
告
Ａ
も
上
司
Ｂ
も
悪
い

こ
と
を
し
て
い
る
の
を
理
解

し
て
い
な
い
」「
被
告
Ａ
の

行
動
は
気
持
ち
悪
い
」「
会

社
も
裁
判
官
に
対
し
て
ま
と

も
に
答
え
ず
逃
げ
回
っ
て
い

た
」「
会
社
も
申
し
訳
な
い
こ

と
を
し
た
と
言
う
気
が
無
い

の
が
凄
く
分
か
る
内
容
」
な

ど
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
原
告
も
「
緊
張
し
て
い

て
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
と

思
う
が
よ
く
頑
張
っ
た
」
と

い
う
激
励
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

大
勢
の
人
が
い
る
中
、
静

ま
り
返
っ
た
空
間
で
証
言
す

る
の
も
と
て
も
緊
張
す
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

愛知の
　 味覚
その46

みりんソフトクリーム（碧南市）
　

碧
南
市
は
古
く
か
ら
醸

造
業
が
盛
ん
な
町
で
、「
白

し
ょ
う
ゆ
発
祥
の
地
」
と

し
て
発
酵
文
化
を
生
か
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
イ
ー

ツ
、
本
み
り
ん
を
使
っ
た

「
み
り
ん
ソ
フ
ト
」が
名
物

で
す
。
地
域
の
食
文
化
を

感
じ
ら
れ
る
味
覚
と
し
て

観
光
客
に
も
人
気
で
す
。

口
の
中
に
溶
け
込
む
や
さ

し
い
甘
み
と
香
り
が
楽
し

め
ま
す
。
碧
南
の
白
し
ょ

う
ゆ
は
小
麦
を
多
く
使
う

た
め
、
塩
辛
さ
よ
り
も
ほ

の
か
な
甘
み
と
コ
ク
が
特

徴
で
、
不
思
議
な
こ
と
に

ア
イ
ス
に
加
え
る
と
キ
ャ

ラ
メ
ル
の
よ
う
な
風
味
に

な
り
ま
す
。
名
古
屋
の
都

心
部
か
ら
は
少
し
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
足
を
運

ん
で
絶
品
の
味
を
嗜
む
の

も
ま
た
い
い
も
の
で
す
。

九重味淋直売所 石川八郎治商店
所在地：碧南市浜寺町 2 丁目 11
電　話：0566-45-7998（月火休日）

　

沖
縄
・
辺
野
古
沖
の
事
故

を
受
け
、
文
部
科
学
省
が
同

志
社
国
際
高
校
の
平
和
学
習

を
「
教
育
基
本
法
第
14
条
第

２
項
違
反
」
と
認
定
し
ま
し

た
。
安
全
管
理
の
不
備
を
追

及
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、

教
育
内
容
そ
の
も
の
に
踏
み

込
み
、
是
正
を
求
め
る
の

は
、
明
ら
か
に
教

育
へ
の
不
当
介
入

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

文
科
省
は
、
基

地
反
対
の
現
場
見

学
を
「
偏
り
」
と

断
じ
ま
す
。
し
か
し
、
制
服

姿
の
自
衛
官
が
自
民
党
大
会

に
参
加
す
る
と
い
う
明
白
な

政
治
的
行
為
に
は
知
ら
ぬ
顔

を
通
し
た
政
府
が
、
な
ぜ
平

和
教
育
だ
け
を
目
の
敵
に
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
露
骨
な

ご
都
合
主
義
に
、
憤
り
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

何
よ
り
深
刻
な
の
は
、
こ

れ
が
「
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ

権
利
」
を
著
し
く
侵
害
す
る

こ
と
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、

主
権
者
と
し
て
こ
の
国
の
未

来
を
担
う
存
在
で
す
。
彼
ら

に
は
、
現
実
社
会
の
複
雑
な

課
題
と
向
き
合
い
、
多
様
な

意
見
に
触
れ
、
自
ら
判
断
す

る
力
を
養
う
権
利
が
あ
り
ま

す
。
基
地
の
現
状
や
そ
こ
に

生
き
る
人
々
の
切
実
な
声
を

学
ぶ
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
平

和
を
構
築
す
る
力
」
を
育
む

教
材
で
す
。

　

都
合
の
悪
い
事
実
を
隠

し
、
教
室
を
無
菌
室
に
し
て

閉
じ
込
め
る
こ
と
が
、「
政
治

的
中
立
」な
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
現
場
で
は
教
員
の
萎
縮

を
招
き
、
平
和
教
育
が
「
危

険
な
も
の
」
と
し
て
封
印
さ

れ
よ
う
と
す
る
危
機
に
瀕
し

て
い
ま
す
。

　

「
平
和
の
対
極
に
あ
る
の

は
、
戦
争
で
は
な
く
無
関
心

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
、

今
こ
そ
胸
に
刻
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
若
者
た
ち
の
「
知

る
権
利
」「
学
ぶ
権
利
」
を
、

権
力
の
恣
意
的
な
介
入
か
ら

守
り
抜
く
の
は
、
私
た
ち
大

人
や
主
権
者
の
責
務
で
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と

共
に
、
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
る
教
育
の
自
由
を
守
り
抜

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

平
和
を
学
ぶ
権
利
を
奪
う
な

教
育
へ
の
不
当
介
入
を
許
さ
な
い

全国から集まった支援者

 たたかう仲間たち　No.185

大王パッケージハラスメント裁判尋問

多くの支援者がかけつけ傍聴
ハラスメントは許さない
   東海大王製紙パッケージ労働組合　執行委員長　竹内　俊博

5/9-10

5/17

5/29

6/6-7

ブロック女性交流集会を静岡で開催。30
人が参加し元静岡県評議長の林克さん
からリニア新幹線問題について聞いた

第 52 回東海自治体学校にのべ 239 人が
参加、愛知のジェンダーギャップ分科会
では青年協・女性協もパネラーで参加

特定利用空港・港湾の指定撤回を求める
署名スタート集会が開催、布施祐仁さん
から米国との軍事一体化の真実を聞いた

非正規全国集会 in 滋賀が開催され、愛知
からも多くの仲間で参加、トークセッショ
ンのパネラーとしても奮闘した

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真と簡単な文章でお寄せくださ
い。しめきりは毎月４日までに愛労
連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p

ic
s

T
o
p

ic
s

特別割引入場券のご案内
土日祝日問わずいつでも使用でき、使用期限はあ
りません。券売待ちもなく、優先的に入場できます。

　　区　　分　　　　　　特別券　　　　 通常価格

大人　　　　　　　　　1,620 円　　　　2,030 円

高校生　　　　　　　　1,420 円　　　　2,030 円

小中学生　　　　　　　　710 円　　　　1,010 円

幼児 (4 才以上）　　　　　350 円　　　　　500 円

特別割引入場券のご案内

名古屋港水族館

（単独券）

4館共通券

　名古屋港水族館＋展望室＋　
　海洋博物館＋南極観測船ふじ

券　　　種

※4館共通券には未就学児の設定はありません。4才以上の幼児は水族館単独券をご利用ください。
申込締切６月30日(火) ※所属の組合によって締切日が違う場合があります。
申し込みは所属の労働組合へお申し込みください。
チケットは７月６日(月)発で各労働組合事務所へ送付します。

【問い合わせ】愛労連事務局まで　☎052-871-5433

  み
んなで

まってるよ

　※アジア・パラ大会の影響で
　　今回は取り扱いしません 　2026年夏は

　４館共通券の斡旋をおこないません

戦
争
す
る
国
に
さ
せ
な
い

み
ん
な
で
声
を
上
げ
憲
法
、
く
ら
し
を
守
ろ
う

　

５
月
27
日
、市
民
監
視
・
人
権
侵
害
拡
大
の
懸
念
が

あ
る
、
国
家
情
報
会
議
設
置
法
が
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
。
予
備
自
衛
官
等
兼
業
特
例
法
案
提
出
、
防
衛

装
備
移
転
三
原
則
運
用
指
針
改
定
の
閣
議
決
定
、
個

人
情
報
保
護
法
改
正
、
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
を
め

ざ
す
な
ど
、
戦
争
す
る
国
作
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
自
衛
隊
を
戦
争
に
派
遣
で
き
る
憲
法

改
正
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
関
連
法
制
に
詳

し
い
中
谷
雄
二
弁
護
士
に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

中谷  雄二弁護士
名古屋共同法律事務所

秘密法と共謀罪に反対
する愛知の会共同代表
秘密保護法対策弁護団
共同代表

戦争関連戦争関連
法制続く法制続く

衝
突
危
機
高
め
る
軍
拡

で
は
な
く
外
交
と
対
話
を

恣
意
的
判
断
で
自
衛
隊
が

他
国
へ
武
力
行
使
の
恐
れ

　

高
市
政
権
は
防
衛
費
の
倍

増
、
国
家
情
報
会
議
設
置
法

の
成
立
、
予
備
自
衛
官
等
兼

業
特
例
法
の
制
定
、
殺
傷
武

器
の
輸
出
解
禁
、
特
定
利
用

港
湾
の
指
定
な
ど
、
日
本
を

「
戦
争
が
で
き
る
国
」
へ
と
変

貌
さ
せ
る
法
整
備
を
次
々
と

護
法
の
よ
う
に
国
民
の
目

や
耳
、
口
を
塞
い
で
侵
略

戦
争
へ
動
員
し
た
歴
史
を

繰
り
返
す
治
安
立
法
で
す
。 

労
働
組
合
の
力
で

く
ら
し
と
平
和
を
守
ろ
う

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

市
民
活
動
の
監
視
に
つ
な
が

る
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
検

討
も
進
ん
で
い
ま
す
。
５
月

に
成
立
し
た
国
家
情
報
会
議

設
置
法
は
そ
の
布
石
で
す

が
、
海
外
の
情
報
機
関
に
あ

る
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
厳

格
な
監
視
体
制
が
欠
如
し
て

い
ま
す
。
ス
パ
イ
防
止
法
の

本
質
は
、
言
論
に
よ
っ
て
国

家
に
反
対
す
る
人
間
を
「
ス

パ
イ
」
と
し
て
重
罪
に
処

す
る
こ
と
に
あ
り
、
戦
前

の
治
安
維
持
法
や
軍
機
保

　

閣
議
決
定
に
よ
る
「
解
釈

改
憲
」
で
導
入
さ
れ
た
安
保

法
制
の
核
心
で
あ
る
「
存
立

危
機
事
態
」
の
運
用
も
問
題

で
す
。
こ
れ
は
日
本
が
直
接

攻
撃
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
日
本
と
密
接
な
国
へ
の

攻
撃
に
は
一
緒
に
戦
争
す
る

と
い
う
法
律
。
歴
代
政
権
は

相
手
国
を
刺
激
し
な
い
よ
う

具
体
的
な
言
及
を
避
け
て
き

ま
し
た
が
、高
市
首
相
は
「
台

湾
有
事
は
存
立
危
機
事
態
に

な
り
得
る
」と
明
言
し
、中
国

と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
事
態
の
定
義
は
極

め
て
曖
昧
で
あ
り
、
政
府
の

恣
意
的
な
判
断
に
よ
っ
て
一

方
的
に
認
定
さ
れ
、
国
会
へ

は
事
後
報
告
で
済
ま
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
存
立
危

機
事
態
が
認
定
さ
れ
、
武
力

攻
撃
事
態
に
発
展
し
、
国
民

保
護
法
が
発
動
さ
れ
れ
ば
、

公
務
員
や
医
療
機
関
、
一
般

国
民
が
政
府
の
指
示
に
従
う

こ
と
を
強
制
さ
れ
、
国
家
総

動
員
体
制
へ
と
組
み
込
ま
れ

る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

予
備
自
衛
官
等
兼
業
特
例

法
は
、
公
務
員
を
予
備
自
衛

官
に
招
集
し
や
す
く
す
る
も

の
で
す
が
、組
織
内
で
の
「
志

願
の
推
奨
」
が
部
下
に
と
っ

て
は
事
実
上
の
職
務
命
令
と

な
り
、
強
制
力
を
持
つ
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
特
定
利
用
空

港
・
港
湾
の
指
定
も
、
平
時

か
ら
民
間
施
設
を
軍
事
利
用

に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
の
地
な

ら
し
で
す
。

　

「
他
国
か
ら
攻
め
ら
れ
た

ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
う

問
い
に
対
し
、
政
府
が
果
た

す
べ
き
本
来
の
役
割
は
軍
拡

で
は
な
く
「
攻
め
ら
れ
な
い

た
め
の
外
交
と
対
話
」
の
構

築
で
す
。
敵
対
的
関
係
で

あ
っ
て
も
関
係
を
断
絶
さ
せ

ず
パ
イ
プ
の
継
続
が
非
常
に

力
を
怠
り
、
外
交
を
放
棄
し

て
軍
拡
を
突
き
進
め
れ
ば
、

軍
事
衝
突
の
危
険
を
高
め
ま

す
。
現
在
の
政
権
は
国
民
を

守
る
姿
勢
を
欠
き
、
政
権
周

ス
パ
イ
防
止
法
と
い
う
名

の
「
思
想
統
制
」

辺
の
富
裕
層
や
大
企
業
の

利
益
を
優
先
し
て
い
ま
す
。 

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

安
倍
政
権
か
ら
続
く
、
日
米

安
全
保
障
条
約
を
背
景
と
し

た
米
国
の
戦
争
へ
の
加
担
を

可
能
に
す
る
た
め
の
動
き
の

一
環
で
す
。
か
つ
て
湾
岸
戦

争
や
イ
ラ
ク
戦
争
の
際
、
日

本
は
多
国
籍
軍
へ
の
協
力
を

か
ら
「
総
が
か
り
行
動
」
な

ど
の
デ
モ
に
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
労
働

組
合
や
市
民
が
力
を
合
わ
せ

て
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
可
決
さ
れ
た
法
案
で

も
、
反
対
す
る
世
論
が
高
ま

れ
ば
政
府
は
容
易
に
そ
れ
を

動
か
せ
な
く
な
る
の
で
、
あ

る
国
作
り
を
阻
止
し
、
税
金

は
軍
拡
で
は
な
く
市
民
の
命

と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
使

う
よ
う
、
草
の
根
の
対
話
と

運
動
で
仲
間
を
増
や
し
、
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

き
ら
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
後
政
権
が
目
指
す
の
は

９
条
改
正
で
す
。
戦
争
で
き

　

戦
後
の
民
主
主
義
を
守
っ

て
き
た
の
は
労
働
組
合
で
す

が
大
企
業
に
つ
ぶ
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
戦
争
へ
の
危
機
感

重
要
で
す
。
５
月
の
米
中
首

脳
会
談
で
は
「
建
設
的
な
戦

略
的
安
定
関
係
の
構
築
」
が

合
意
さ
れ
対
抗
か
ら
融
和
へ

と
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
日
本
だ
け
が
対
話
の
努

迫
ら
れ
、
そ
の
た
び
に
特
別

措
置
法
な
ど
で
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
を
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
市
民
は
反

対
運
動
や
違
憲
訴
訟
を
展
開

し
、
イ
ラ
ク
で
の
米
軍
支
援

は
違
憲
判
決
と
す
る
成
果
を

勝
ち
と
っ
て
き
ま
し
た
。

仲間を増やして要求実現仲間を増やして要求実現

対
話
を
重
ね
る
大
切
さ
実
感

ス
ト
成
功
映
画
か
ら
学
び
交
流

戦前(１９４５年以前)に近づく法等の整備  

着々と進められる戦争準備

福
祉
保
育
労
で
新
分
会

結
成
お
祝
い
会
開
催

　

５
月
24
日
、
福
祉
保
育
労

に
新
た
に
児
童
養
護
施
設
で

分
会
が
結
成
さ
れ
た
記
念
の

学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
含
め
44
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
「
児
童
養
護
施
設

等
社
会
的
養
護
施
設
に
お
け

る
組
合
運
動
の
大
切
さ
と
役

激励メッセージの前で喜ぶ　　　　
キンダーボルト分会のみなさん

　

愛
知
県
の
ケ
ア
労
働
者
は

51
万
人
と
全
労
働
者
の
12
％

を
占
め
ま
す
が
、
他
産
業
と

の
賃
金
格
差
は
７
万
～
８
万

円
と
深
刻
で
す
。
５
月
31
日

の
全
国
一
斉
労
働
相
談
で
は

「
ケ
ア
マ
ネ
の
担
当
は
多
く

家
族
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

「
オ
ム
ツ
替
え
の
負
担
増
で

離
職
が
多
い
」
な
ど
深
刻
な

悲
鳴
が
寄
せ
ら
れ
、
中
日
新

聞
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
労
連
ケ
ア
労
働
者
対
策

委
員
会
は
６
月
５
日
に
愛
知

割
」
と
題
し
て
、
元
全
国
福

祉
保
育
労
働
組
合
副
委
員

長
、
全
国
児
童
養
護
問
題
研

究
会
会
長
の
武
藤
素
明
さ
ん

か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
子

ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
に

は
職
員
増
な
ど
職
員
の
権
利

も
大
切
で
あ
り
、
県
や
国
へ

の
要
請
を
お
こ
な
う
な
ど
、

組
合
は
経
営
面
で
も
役
立
つ

点
を
掲
示
板
な
ど
で
ア
ピ
ー

ル
を
、
な
ど
労
働
組
合
の
大

切
さ
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

県
と
懇
談
。
「
報
酬
改
定
に

よ
る
賃
上
げ
は
定
昇
分
も
含

み
、
実
際
の
ベ
ア
は
限
定
的

で
離
職
が
止
ま
ら
な
い
」
と

実
態
を
突
き
つ
け
、
国
へ
の

働
き
か
け
や
県
独
自
の
支

援
、
総
合
確
保
基
金
の
活
用

に
よ
る
賃
上
げ
財
源
の
検
討

を
強
く
迫
り
ま
し
た
。
生
活

改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
低
賃

金
、
人
手
不
足
を
解
決
す
る

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
「
声
」

を
可
視
化
し
、
つ
な
が
り
を

強
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　

今
こ
そ
労
働
組
合
の
出
番

で
す
。
仲
間
を
増
や
し
て
組

織
を
大
き
く
拡
大
し
、
私
た

ち
の
手
で
大
幅
賃
上
げ
と
処

遇
改
善
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ

う
。

労働相談ホットラインで相談を受ける

前
列
㊧
か
ら
２
番
目
が
ア
イ
リ
ー

ン
・
イ
ノ
ウ
エ
さ
ん
。
１
０
５
人

が
集
ま
り
思
い
を
一
つ
に

　

５
月
16
日
、
愛
高
教
は
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
教
員
組
合
（
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ａ
）
の
ス
ト
ラ
イ
キ
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
Ｗ

Ｈ
Ｅ
Ｎ 

Ｗ
Ｅ 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

私
た
ち
が
闘
う
と
き
」
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ａ
元
代
表
の
ア
ー
リ
ー

ン
・
イ
ノ
ウ
エ
さ
ん
が
来
日

し
、
弱
か
っ
た
組
合
が
ス
ト

ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
る
た

め
、
対
話
を
重
ね
て
、
地
域
・

保
護
者
な
ど
と
も
団
結
し
た

こ
と
、
生
徒
の
た
め
の
学
校

を
め
ざ
し
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
な
ど
、
リ
ア
ル
で
力
強
い

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
小
グ

ル
ー
プ
で
の
討
論
も
行
わ
れ

労
働
組
合
に
力
が
あ
る
と
実

感
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

愛
知
県
独
自
の
支
援
を

 神山征二郎監督映画祭 

愛愛労労連連労労働働相相談談セセンンタターー  
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無無料料  
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４
月
か
ら
福
祉
保
育
労
の

専
従
役
員
と
し
て
働
く
越
須

賀
舞
さ
ん
は
、保
育
士
時
代
、

子
ど
も
た
ち
と
「
平
和
っ
て

ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
」
と
一

緒
に
考
え
る
機
会
を
大
切
に

し
て
き
て
き
ま
し
た
。

　

国
連（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）で

開
催
さ
れ
る
核
兵
器
不
拡
散

条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）再
検
討
会
議

に
派
遣
さ
れ
た
代
表
団
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
か
ら
念

願
の
参
加
を
し
ま
し
た
。
派

遣
前
に
は
、
一
緒
に
行
く
仲

間
と
分
会
を
ま
わ
り
、
思

い
を
集
め
た
布
で
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
作
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
持
参
。
現
地
で
は
被
爆
者

と
行
動
を
と
も
に
し
、
体
験

を
語
り
続
け
る
姿
や
平
和
を

訴
え
な
が
ら
先
頭
に
立
つ
姿

に
触
れ
「
い
つ
ま
で
も
被
爆

者
の
皆
さ
ん
に
最
前
線
を
歩

か
せ
て
は
い
け
な
い
。
私
た

ち
が
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
平

和
を
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ

ば
」
と
越
須
賀
さ
ん
は
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
会
議

の
傍
聴
で
は
、
小
さ
な
国
々

が「
核
は
絶
対
に
ダ
メ
だ
」と

ど
の
国
も
繰
り
返
し
言
っ
て

い
る
発
言
が
わ
か
り
や
す
く

納
得
が
出
来
た
そ
う
で
す
。

自
分
が
経
験
し
た
こ
と
感
じ

た
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え
、

対
話
を
し
て
「
一
緒
に
行
動

に
参
加
し
て
み
な
い
？
」「
集

会
に
行
っ
て
み
な
い
？
」
な

ど
一
緒
に
一
歩
を
踏
み
出
し

て
く
れ
る
よ
う
な
仲
間
を
集

め
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体

の
人
た
ち
と
も
手
を
つ
な
ぎ

あ
っ
て
い
き
た
い
、
と
意
気

込
み
ま
す
。
今
回
の
出
会
い

や
学
び
を
力
に
変
え
て
、
平

和
行
進
や
原
水
禁
世
界
大
会

で
も
平
和
の
運
動
を
広
げ
て

い
き
た
い
、
と
輝
く
笑
顔
で

話
す
越
須
賀
さ
ん
で
し
た
。

NO.187
 福祉保育労

越
こし

須
す

賀
か

 舞
まい

さん
福祉保育労

（副執行委員長）

平
和
へ
の
思
い
を

仲
間
と
つ
な
い
で
い
き
た
い

■最賃大学前宣伝
6 月 26 日（金）8:00
愛知学院大学名城公園キャンパス前
■勤通大開講式＋学習協総会
6 月 27 日（土）13:30
労働会館本館会議室
■愛知共済会総会
7 月 5 日（日）14:00
労働会館本館会議室
■愛知社保協第 46 期総会
7 月 12 日（日）13:00
保険医協会伏見会議室
■愛労連女性協総会
7 月 12 日（日）13:00
労働会館本館会議室

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の 6 文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 395 号（6 月号）の

クロスワードパズルの答えは「ワールドカップ」で

した。正解者の中から抽選で下記の 10 名の方に

図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　相手が何者かを尋ねる行為

④　七夕に願いごとを書きます

⑦　綱引きは昔、オリンピック

　　の……競技の種目だった

⑨　物事をなしとげる要領

⑩　宇宙船同士の結合

⑫　亀の……より年の……

⑬　……離れ。……絵

⑮　……心あれば水心

⑯　あせ。発……。……顔

⑰　酒井法子主演ドラマ「星の

　　……」

⑲　スペイン語の「コミサリア」

　　の意味は？

　太公望が水面に垂らします

　約束にそむくこと　

①　

往
来
や
乗
物
の
中
に
い
る
盗
人

②　

多
く
の
人
が
一
致
し
て
同
じ
こ

　
　

と
を
言
う
と
い
う
四
字
熟
語

③　

ワ
イ
ン
は
…
…
酒
で
す

④　

ニ
ュ
ー
…
…
。
…
…
誌

⑤　

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
小
魚

⑥　

い
す
な
ど
に
置
く
座
ぶ
と
ん

⑧　

予
想
。
予
測

⑪　

…
…
の
音
も
出
な
い

⑫　

…
…
が
張
り
出
し
日
本
晴
れ

⑭　

客
車
や
貨
車
を
引
っ
張
っ
て
走

　
　

る
動
力
装
置
の
あ
る
車
両

⑱　

収
支
内
容
を
記
入
す
る
…
…
簿

⑳　

赤
い
…
…
は
運
命
の
相
手
と
結

　
　

ば
れ
る
？

　

終
わ
り
。
…
…
の
す
み
か

　

皮
が
突
っ
張
る
も
の　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
6
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

市
橋　

哲
太  

（
全
労
働
）

木
原　

宮
子  

（
医
労
連
）

国
枝　

久
次  

（
名
水
労
）

鳥
居　

圭
亮  

（
名
水
労
）

内
藤　

豊　

  

（
年
金
者
組
合
）

中
山　

明
子  

（
名
水
労
）

平
松　

ま
ゆ
み
（
名
古
屋
市
職
労
）

森　

俊
次　

  

（
名
古
屋
市
職
労
）

安
井　

佳
子  

（
名
古
屋
市
職
労
）

山
下　

信
子  

（
建
交
労
）

�

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、7 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news)

核
兵
器
廃
絶
を
ア
ピ
ー
ル

平
和
行
進
愛
知
入
り

2026

あいち平和行進
詳細はこちら

　

中
村
公
園
か
ら
栄
ま

で
歩
き
ま
し
た
。
距
離

は
長
か
っ
た
け
ど
、
沿

道
の
人
た
ち
が
手
を
振

り
返
し
て
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
く

歩
け
ま
し
た
。
雨
で
残

念
で
し
た
が
暑
い
よ
り

は
良
か
っ
た
か
な
。
来

年
も
雨
で
も
晴
れ
で
も

歩
き
た
い
で
す
。

　

２
０
２
６
年
の
平
和
行
進

は
、
例
年
よ
り
１
日
早
い
５

月
30
日
に
岩
屋
緑
地
公
園
で

静
岡
県
か
ら
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
集
会
で
は
、
愛
知
県

原
水
爆
被
災
者
の
会
の
金
本

弘
理
事
長
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
参
加
し
、
世
界
で

核
兵
器
を
な
く
せ
の
行
動
が

6/7 名古屋集中行進が若宮大通公園ミニス
ポーツ広場にて集結。全体で 1500人が参加。

広
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

一
人
で
も
歩
く
こ
と
で
世
の

中
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
行
進
で
日
本
と
世
界

を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
愛
労

連
を
代
表
し
て
、
東
三
河
労

連
の
伊
藤
英
一
議
長
も
平
和

の
大
切
さ
、
行
動
す
る
大
切

さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
原
爆
の
火
を
灯

し
続
け
る
桜
丘
高
校
か
ら
分

火
さ
れ
た
「
原
爆
の
火
」
を

掲
げ
な
が
ら
行
進
し
て
い
ま

す
。初
日
の
ゴ
ー
ル
と
な
る
、

桜
丘
高
校
で
の
歓
迎
集
会
で

平和行進に参加して

■
平
和
行
進
の
記
事
を
読
む

と
、
20
年
以
上
前
に
歩
い
た

懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が

え
る
。
今
後
も
活
動
が
盛
り

上
が
っ
て
い
く
事
を
望
み
ま

す
。（
市
橋
哲
太
・
全
労
働
）

■
い
ろ
い
ろ
な
物
が
、
値
上

が
り
し
て
い
る
中
、
賃
金
等

の
上
昇
は
わ
ず
か
で
す
。
生

活
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

は
、
太
鼓
部
に
よ
る
演
舞
な

ど
で
大
き
な
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。
豊
田
市
で
は
大
学
生

が
原
爆
の
火
を
掲
げ
行
進
を

先
導
、
碧
南
市
で
は
小
中
高

す
。
安
い
物
な
ど
を
求
め

て
、
い
ろ
ん
な
所
に
買
い
物

に
行
っ
て
い
ま
す
。（
国
枝
久

次
・
名
水
労
）

■
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る

た
び
に
、
日
本
も
戦
争
に
ま

き
こ
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
物

価
が
あ
が
っ
て
い
く
の
は

し
ょ
う
が
な
い
が
戦
争
に
だ

け
は
な
ら
な
い
様
、
平
和
が

保
た
れ
ま
す
よ
う
に
祈
る
ば

か
り
で
す
。（
木
原
宮
子
・
医

労
連
）

■
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。雨
の
中
、傘
が
い
っ
ぱ
い

で
、
前
が
見
え
ず
残
念
！
デ

モ
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

ち
ょ
っ
と
会
場
が
狭
か
っ
た

で
す
が
、
皆
さ
ん
の
熱
気
が

よ
り
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（
山
下
信
子
・
建
交
労
）

■
愛
知
の
味
覚
、
き
し
め
ん

住
よ
し
が
載
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
い
う
記
事
と
て
も

好
き
で
す
。
ほ
っ
こ
り
し
ま

す
ね
（
三
浦
英
隆
・
全
労
働
）

■
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
、
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
優
勝
を
期
待
し
て
た

の
に
！
（
森
俊
次
・
名
古
屋

市
職
労
）

 　

次
世
代
の
参
加
で

　
　

 

平
和
を
つ
な
ご
う

生
が
飛
び
入
り
で
参
加
を
し

ま
し
た
。
若
い
世
代
の
参
加

で
平
和
へ
の
思
い
を
次
世
代

へ
つ
な
ぎ
た
い
と
奮
闘
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

こ
の
勢
い
で
、
８
月
に
広

島
・
長
崎
で
開
催
さ
れ
る
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
成
功

さ
せ
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

し
ま
す
。

福
祉
保
育
労

㊨
え
が
お
船
方
学
童
分
会

鈴
木
さ
ん

㊧
ふ
た
つ
ば
し
保
育
園
分
会

塚
本
さ
ん
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